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究

論
文
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篠
原
助
市
教
育
学
と
朝
永
三
十
郎
の
西
洋
哲
学
史
研
究木

　
内
　
陽
　
一

は
じ

め

に

近
代
日
本
の
学
問
的
教
育
学
は
、
一
八
八
七
年
前
後
の
ド
イ
ツ
・
ヘ
ル
バ

ル
ト
派
教
育
学
の
受
容
を
出
発
点
に
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
的
立
場
は
、
教

授
法

の
開
発
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で

あ
り
、
当
時

の
教
育

政
策
の
課
題
で

あ
っ
た
初
等
教
育
の
普
及

の
た
め
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
す

る
こ
と
を
課
題

と
し
て

い
た
。
事
実
、
一
九
一
一
年
に
は
就
学
率
は
九
ハ
ハ

ー

セ
ソ
ト

に
達

し
、
こ
の
国
家
的
課
題
は
一

応
達
成
さ
れ
た
。

明
治
末
年
か
ら
は
、
一
方
で
、
大
正
期
新
教
育
と
言
わ
れ
る
公
教
育
の
定

型
を
打
ち
破
る
よ
う
な
、
教
育
実
践
の
試
み
が
新
た

に
始
ま
る
と
と
も

に
、

他
方
、
そ
れ
と
呼
応
し
て
、
単

に
教
授
法

に
限
定
さ
れ
な
い
、
教
育
と

い
う

営
為
の
哲
学
的
省
察
、
そ
し
て
そ
の
要
求

に
応
え
る
学
問
的
教
育
学
体
系
化

の
努
力

が
な

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

本
発
表
で
取

り
上

げ

た
篠
原

助
市

（
一
八
七
六
―
一
九
五
七
年
）
が
教
育
哲
学
者
と
し
て
注
目
を
集
め
た
の
は
、

こ
う
し

た
時
期
で

あ
っ
た
。

篠
原
助
市

は
体
系
的

な
教
育
学
の
構
築
を
自
己
の
畢
生

の
課
題
と
し
た
教

育
学
者
と
し
て

、
現
在
で
も
注
目
に
値
す

る
。
最
初
の
著
作

『
批
判

的
教
育

学
の
問
題
』
（
一
九
二
二
年
）
は
、
単
な
る
西

洋
教
育
学
説
の
紹

介
や
移
入

を

越
え
て
、
「
日
本
人
に
よ

っ
て
著

さ
れ
た
最
初
の
、
や
や
独

創
的
な
教
育

哲

学
的
著
作
」
（
梅
根
悟
）
と

し
て
、
西

田
幾
多
郎

の

『
善

の
研
究
』

に
比

せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
篠
原

の
一
連
の
著
作
、
『
理
論
的

教
育
学
』
（
一
九
二

九
年
）
『
教
育

の
本
質

と
教
育

学
』
（
一
九
三
〇
年
）
『
教
授
原

論
』
（
一
九
四
二

年
）
〔
そ

し
て

戦
後

に
な

っ
て

漸
く
完
成
さ
れ

た

『
訓
練
原

論
』
（
一
九
五
〇

年
）〕
等

は
戦
前

の
日
本

の
教

育
学
の
ひ
と
つ
の
水
準

を
示
す
も

の
で

あ
る
。

そ
し
て
篠
原

は
戦
前

の
教
育
学
研
究
の
ひ
と
つ
の
牙
城
で

あ
っ
た
東
京
文
理

科
大
学

の
教
育
学

教
授

と
し
て

、
多
く
の
教
育
研

究
者

を
薫
陶
し

た
。



以
下

の
本
発
表
で
は
、
外
国

（
と
く
に
ド
イ
ツ
）
教
育
学
の
移
入
が
ア
カ

デ
ミ

ズ
ム
教
育
学

の
大
勢
で

あ
っ
た
戦
前

期

に
、

篠
原

助
市

が
例

外

的
に

「
や
や
独
創
的
」

な
教
育

学
を
構
築
し
え

た
理

由
を
、
篠
原

の
学
的
成

長
過

程
を
検
討
す

る
こ
と
を
通
し
て

考
え
て
み

た
い
。
そ
の
際
、
と
く
に
篠
原
の

京
都
帝
国
大
学
時
代
の
師
で

あ

っ
た

哲
学
史

家
、
朝
永
三
十

郎
（
一
八
七
一

―
一
八
五
一
年
、
明
治
四
－
昭
和
二
六
年
）
の
影
響
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

本
稿

で
は
以
下

の
よ

う
に
し
て
、
こ

の
課
題

を
遂
行

し
た
い
。
ま
ず

、
明

治
末
年

、
大
正

期

の
篠
原

と
朝

永

の
出

会

い

と
影

響

関

係

を
瞥

見

す

る

（
一
）
。

そ
し
て
大
正
期

の
篠
原

に
対
す
朝
永

の
影
響

を
や
や
詳

細
に
検
討
す

る
（
二
）
。
最
後

に
。
篠
原

の
学
位
論
文

『
教
育

の
本
質

と
教
育

学
』

を
手

掛
か
り

に
篠
原
教
育
学
の
概
要

を
示
し
、
篠
原
教
育
学
全
体

に
対
す
る
朝
永

の
影
響

の
意
味

に
つ

い
て
考
え
た
い

（
三
）
。

一
　

篠

原

助

市

の

学

的

成

長

と

朝

永
三

十

郎

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
西
田
幾
多
郎

の
同
僚
で
あ

っ
た
朝
永
三
十
郎

は
、
近
代
日
本
の
思
想
史
で
独
自
な
位
置
を
占

め
る
優
れ
た
哲
学
者
で
あ

っ

た
。
独
自
の
哲
学
体
系
の
樹
立
を
目
指
し
た
西
田
の
学
的
営
為
と
比
べ
る
な

ら
ば
、
朝
永
の
哲
学
研
究
の
特
質
は
、
厳
密
な
文
献
研
究
に
基
づ
く
ア

カ
デ

ミ
ッ
ク
な
哲
学
史
研
究
を
推
し
進
め
、
近
代
精
神
の
形
成
過
程
を
究
明
し
た

点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

明
治
末
年
の
朝
永
の
学
的
発
展

を
要

約
的
に
述
べ
れ
ば
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
の

著
作
に
大
幅
に
依
拠
し

た
『
哲

学
綱
要
』
（
一
九
〇
二
年
一
一
月
）
か
ら

、
『
哲

学
辞
典
』
（
一
九
〇
四
年
一
二
月
）
の
編
纂
を
梃
子
に
、
研
究
の
視
野
を
大
幅

に
広
げ

、
『
哲
学
と
人

生
』
（
一
九
〇
七
年
二
月
）、
ド
イ
ツ
留

学
以

前
の
研
究

の
総
決
算
と
し
て

『
人
格

の
哲
学
と
超

人
格
の
哲
学
』
（
一
九
〇
九
年
九
月
）

を
出

版
し
て

い
る
。

朝
永
は
最
初

の
著
作
（
『
哲
学
綱
要
』）
以

来
、

一
九

一

〇
年
前
後
の
思
想
的
課
題

に
誠

実
に
対
応
し
、
「
人
格
本

位
の
実
践
主
義
」

を
探
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人

生
や
自
我
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

と
こ
ろ
で
朝
永
は
東
京
帝
国
大
学
卒
業

の
後
、
一
九
〇

一
年

よ
り
東
京
高

等
師
範
学
校
で
哲
学
を
講
じ
て

い
る
。
愛
媛
県
生
ま
れ
の
篠
原
助
市

は
一
九

〇

二
年
同
校
入
学
、
一
九
〇
五
年
卒
業
の
後
、
一
九
〇

六
年

に
は
一
年
制
の

研

究
科
を
修
了
し

て
い
る
。
篠
原
と
朝
永
の
出
会
い
は
、

一
九
〇

四
年
篠
原

が

東
京

高
等
師
範
学
校
本
科
英
語
部
三
年
次
一

二
一
学
期

に
聴
講
し
た
朝
永

の
担
当
す

る
「
哲
学
概
論
」
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
篠
原
の
述
懐
に
よ
れ

ば

、
高
等
師
範
三

年
次
の
朝
永

の
「
哲
学
概
論
」
講
義

は
、
『
哲
学

綱
要
』

を
基
礎
と
し
た
も

の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は

パ
ウ
ル

ゼ
ン
の
叙

述
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
朝
永
独
自
の
論
と
は
言
え

な
い
ま

で
も
、
当
時
の
時
代
的
課
題
に
応
え
る
内

容
を
も

っ
て
い
た
。
篠
原

の
在
籍
し

た
高
等
師
範
学
校
英
語
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
哲
学
関
係

は

「
哲
学
概
論
」

の
み
で
あ
り
、
初
学
者

と
し
て

の
篠
原

の
哲
学
理
解

は
、
朝

永

の
「
哲
学
概
論
」
講
義
に
出
発

点
に
お
い
て
強
く
規
定
さ
れ
て

い
る
と
思

わ
れ
る
。
朝
永
の
講
義
に
よ
っ
て

篠
原

が
哲
学
の
世
界
に
導
か
れ

た
こ
と

は

大
き
な
意
味
を
も
つ
。
さ
ら

に
こ

の
時

点
で

の
朝
永
と
の
出
会

い
は
以
下
の

点
で
注
目
さ
れ
る
。



篠
原
の
履
修
し
た
「
哲
学
概
論
」
が
終
わ
っ
た
時
点
（
一
九
〇
四
年
一
二

月
）
で

朝

永

は

『
哲
学

辞

典
』

を

出

版

し

た
。

後

年

、

篠

原

は

同

じ

出

版

社

か
ら
『
教
育
辞
典
』
編
纂
の
依
頼
を
受
け
、
一
九
二
二
年
に
出
版
し
て
い
る
。

篠

原

の
辞

典

編

纂

に

お

い
て

、

朝
永

の
推

挙

が

あ

っ
た

可

能

性

が

あ

る

。

仮

に
そ

う
で

な

く

て

も

、

篠
原

は

朝
永

の

『
哲

学

辞

典

』

を

念

頭

に

お

い

て

い

た
で

あ

ろ

う

。

西

洋

哲

学

の
原

典

を
正

確

に

読

み

解

き

、

着

実

な

学

問

的

な

方

法

を

重

視

す

る
態

度

、

辞

書

編

纂

と

い

う

作

業

を

基

盤

に

し

て

、

自

己

の

学
問

を

積

み

上

げ

て

行

こ

う

と

す

る

指

向

は

両

者

に

共

通

し

て

い

る

。

篠

原

は

本

科

卒

業

の

後

、

一

年

制

の

研

究

科

に

籍

を

置

き

、

朝

永

よ

り

哲

学
史

の

講

義

を

受

け

て

い
る

。

修
了

前

に

研

究

の

方

向

に

つ

い
て

朝

永

に
相

談

を

し

た

り

。

修

了

後

に

赴

任

し

た

福

井

県

師

範

学

校

に
朝

永

を

講

演

の

た

め

に

招

い

て

い

る
。

さ

ら

に

朝

永

は

一

九
〇

九

年

一

一
月

六

日

英

独

仏

に

留

学
の
途
に
つ
く
が
、
留
学
中
に
も
文
通
が
あ
り
、
研
究
テ
ー
マ
の
相
談
を
し

て

い

る

（
篠
原
一
九

八
七
年
、
四
二
三
頁
）
。

一

九

〇

六

年

四

月

、
福

井

県

師

範

学

校

教

諭

と

な

っ

た
篠

原

は

、

附

属
小

学

校

の

主

事

を

兼

任

し

、

ま
ず

当

時

欧

米

で

注

目

を

浴

び

て

い

た

心

理

学
的

な

手

法

に
基

づ

く
児

童

研
究

に

着
手

し

た
。

し

か
し

哲

学

志

向

の

強

い

篠
原

は
、

一

九

一

〇

年
以

降

、

こ

う

し

た

実

証

的

研

究

か

ら

し

だ

い

に

遠

ざ

か

る

。

そ
し
て
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
著
書
（
Ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
，
　
１
９
０
７
)
 
を
手
掛
か
り
に
、
ル
ド

ル

フ

ー
オ

イ

ケ

ン
の

新

理

想

主

義

の
下

に

成

立

し

た

人

格

的

教

育

学

に

注

意

を
向

け

る

。

同

時

に

当

時

の

欧

米

の

教

育

学

の

動

向

を

幅

広

べ

視

野

に
お

さ

め

よ

う

と

努

力

し

て

い
く

。

ド

イ

ツ

で

は

ナ
ト

ル

プ

等

の

新

カ

ン

ト
派

教

育

学
が
教
育
学
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

ド
イ
ツ
・
教
育
学
を
理
解
す

る
た

め

に
も
、
さ
ら
に
深
い
哲
学
上
の
知
識
が
必
要
で
あ

っ
た
。

二

「

自
然

の
理

性

化

」

と

い
う

篠
原

の
教

育

理

解

―
篠
原
に
お
け
る
新
カ
ン
ト
派
哲
学
受
容

一
九
一
三
年
一
月
、
朝
永
は
二
年
間
の
欧
州
留

学
よ
り
帰
国
し
、
京
都
帝

大
文
科
大
学
教
授
と
な
り
、
哲
学
・
哲
学
史
第
四

（
西
洋
哲
学
史
）
講
座
を

担
当
す

る
（
当
時

、
朝
永

は
四

十
三
歳
）
。
晩
学

の
篠
原
助
市

（
当
時
三
十

八
歳
）
が
朝
永

の
門
を
叩

い
た
の
は
こ
の
年
で
あ
っ
た
。
朝
永
三
十
郎
の
哲

学
史
研
究
上

の
名
著

『
近
世

に
お
け
る
我
の
自
覚
史
』

が
出
版
さ
れ
た
の
は
、

三
年
後

の
一
九

一
五
年
一
月
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
篠
原
の
京

都
帝
大
在

学
中

に
『
我

の
自
覚
史
』
は
執
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。

本
書
（
「
我
の
自
覚
史
」
）
に
お

い
て
、
朝
永
の
学
的
営
為

の
最
初
期
か
ら
中

心
に
あ
っ
た
人
格
的
要

求
は
、
主
と
し
て
ヴ

ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
的
な
新

カ
ン

ト
派
哲
学
の
影
響
の
下

に
、
さ
ら

に
学
問

的
に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

つ

ま
り
、
朝
永
が
西
洋
近
世
思
想
の
精
華

と
考
え

る
理
性
的
我
の
自
律
と

い
う

問
題
を
、
当
時
と
し
て
は
類
を
見
な
い
徹
底
さ
で

精
神
史
的
に
追
究
し
て

い

る
の
で
あ
る
。
と
く
に
朝
永
は
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
言
及
す
る
際
、
そ
の

中
心
思
想
が
自
然
と
理
想
と
の
関
係
を
い
か
に
見
た
か
、
生
に
対
す
る
理
想

の
意
義
を

い
か
に
考
え

た
か
、
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
に

出
版
さ
れ

た
『
独
逸
思

想
と
そ
の
背
景
』
も
見
逃
せ
な
い
。
こ

の
書
は
ド
イ

ツ
神
秘
主
義
ま
で
視
野
に
入
れ
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
「
理
性
」
概
念
を



検
討

し
た
労
作
で

あ
り
、
『
我
の
自

覚
史
』

と
密
接

な
関
連

を
な
す
も

の
で

あ
る
。
朝
永
の
営
為

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
哲
学
研

究
は
、
西

洋
哲
学
の

専
門
的
・
学
術
的
な
受

容
態
勢
を
整
え

つ
つ
、
自
我

の
究
極
的
根
拠
の
探
索

と
そ
の
確
立
と
い
う
、
当
時
の
知
識
層
の
人

生
観
的

。
世
界

観
的
要

求
に
応

え
る
思

想
史

的
な
意
義
を
有
し
て

い
た
。
篠
原

は
活
動

の
ひ

と
つ
の
頂

点
に

あ
っ
た
朝
永

を
含
め
て

、
独
自
な
学
風

を
も

ち
つ
つ

あ
っ
た
京
都
帝
国
大
学

文
科
大

学
の
諸

教
官
の
も
と
で

学
生
生
活
を

送
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
篠
原

が

自
伝
で
述

べ
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
京
都
帝
大
入
学
後

。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義

を
聴
講
し
な
が
ら

、
特

に
カ
ン
ト
に
注
意
を
払

っ
て
研
究
し
て

い
た
よ

う
で

あ
る
。
一
九
一
六
年
、
京

都
帝
国
大

学
を
卒
業
し
た
篠
原

は
。
大
学

院
に
入
学
し

副
手
と

な
る
。
こ

の
頃
の
篠
原

の
研
究
動
向
を
知
る
資
料

は
少

な
い
が
、
論

文
「
青
年
と
自

覚
」
（
篠
原
、
一
九
一
七
）
で

は
、
自
我

に
目
覚

め
る
唯
一

の

途
は
、
「
批
評
的
態

度
」

に
あ
る
と

述
べ
て
い

る
。
篠

原

に
よ

れ
ば
、
人
間

の
心

は
表
層

の
「
あ

る
」

の
層

と
深
層

の
「
べ
し
」
の
層

か
ら

な
っ
て

お
り
、

批
評

的
態
度

を
も

っ
て

、
真
の
自
我

を
自
己
の
内

部
に
自

覚
す

る
こ

と
が

「
人
生
の
本
務
」
だ
と

い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
「
批
評
的
」
と

い
う
表
現

は
、

カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
を
念
頭

に
お
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
自
我
に

関
す
る
関
心
と

カ
ン
ト
哲
学
へ

の
関
心
が
表
裏
一
体
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。そ
の
一
年
後
（
一
九
一
七
年
）、
篠
原
は
二
本
の

学
術
論
文

を
公
表
す

る
こ

と

に
よ

っ
て
、

教
育

哲
学
者

と

し
て

学
界

に
登
場

す

る
。

そ

の
論
文

は

「
ヂ
ュ
ー
イ
の
教
育
論
」
と

「
最
近
の
教
育

理
想
」
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
論

文

は
、
京
都
帝
大
入
学
以

来
の
篠
原
の
研
鑚
の
成
果
を
書
き
記
し
た
も
の
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
篠
原

の
教
育
学
の
基
本
的
立
場
が
す
で
に
確
立
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
両
論
文
に
共
通
す
る
篠
原
の
立
場
は
、
近
代
思

潮

の
特

徴
を
「
我
の
自
覚
」

に
み
る
こ
と
、
教
育
を
「
自
然
的
自
我
」
を
克

服

し
「
理
性
的
自
我
」
を
実
現
す
る
こ
と
と
と
ら
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

篠
原
が

啓
蒙
思

潮
を
デ
カ
ル
ト
か
ら
カ
ン
ト
ヘ
の
流
れ
と

と
ら
え

る
こ
と
も
、

一
九
一

八
年
以

降
、
デ
カ
ル
ト
と

カ
ン
ト
の
研
究

に
力

を
注
い
だ
朝
永
の
問

題
意
識
と
重

な
り

あ
う
。
こ
う
し
た
自
我

の
あ
り

か
た
を
精
神
史
的
に
問

う

篠
原
は
、
明
ら

か
に
朝
永
の
影
響
下

に
あ

る
と

い
え
よ
う
。

さ
て

「
ヂ
ュ
ー
イ

の
教
育
論
」
が
発
表

さ
れ
た

『
哲
学
研

究
』
（
京
都
帝

国
大
学
文

科
大

学
哲
学
会
）
は
一
九

二
（

年

創
刊

さ
れ
、
哲
学
研
究
者
の
ひ

と

つ
の
登
竜
門

と
目
さ
れ

る
専
門
学
術
雑

誌
で
あ

っ
た
。
篠
原
の
教
育
哲
学

者
と
し
て

の
デ
ビ
ュ
ー
作

は
、
当
時
の
新
し

い
ア
メ
リ
カ
教
育
学
に
対
す

る
、

篠
原
が
理
解
し
得

た
カ
ン
ト
的
立
場
か
ら

の
批
判
的
考
究
で
あ

っ
た
。
篠
原

に
よ
れ
ば
、

デ
ュ
ー
イ
の
立
場
は
徹
頭
徹
尾

「
生
物
学
的
見
方
」
に
立
つ
も

の
で
あ

っ
て
。
児
童
の
本
性
を
「
感
覚
的
－

運
動
的
」
に
と
ら
え
、
し
か
も

学
習
の
動
機
を

「
実
用
」
に
見
て
い
る
と
断

ず
る
（
篠
原
一
九
二
二
年
ａ
．
三

八
五
頁
以
下
）。
こ
の
よ
う
に
「
個
人
」
を
単
に
経
験
の
世
界

で
と
ら
え
て
い

る
た

め
に
、
「
純
粋
自

我
の
活

動
」
（
篠
原
一
九
二
二
年
、
三
七
六
頁
）
は
等
閑

に
付

さ
れ
る
。
し

か
も
教
育
行
為
を
導
く
規
範
を
解
明
す

る
こ
と
が
で
き
な



い
の
で
あ
る
か
ら
、
デ

ュ
ー
イ
の
立
場

か
ら
は
「
理
想
の
学
」
と
し
の
教
育

学
は
構
築
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
る
。

同
様

の
デ

ュ
ー
イ
批
判
を
含
み
な
が
ら
も
、
篠
原
の
立
場
を
明
ら

か
に
し

た
も
の
が
「
現
代
の
教
育
理
想
」
で
あ

る
。
こ
の
論
文
は
教
育
理
想
を
テ

ー

マ
と
し
て

い
る
も
の
の
、
そ

の
内
実

は
同
時
代
の
教
育
学
の
諸
潮
流
を
鳥
瞰

し

つ
つ
、
自
己

の
立
場
を
明
ら

か
に
す

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
取
り
上
げ

ら
れ

て
い
る
教
育
学
的
立
場
は
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
自
由
教
育
説
、
パ
ウ
ル
・
ベ

ル
ゲ
マ
ン
の
生
物
学
的
教
育
学
。
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
社
会
的
教
育
学
、

エ
ル
ン
ス
ト
ー
リ
ン
デ
の
人
格
的
教
育
学
、
パ
ウ
ル
・
ナ
ト
ル
プ
の
社
会
的

教
育
学

で
あ

る
。
自
由

教
育
説

（
ケ
イ
）
も

生
物
学
的
教
育
学

（
ペ

ル
ゲ
マ

ン
）
も

経
験
的
自
然
的
自
我

に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
真

の
自
我

は
一
層
深

い

と
こ
ろ

に
存
す

る
と
篠
原

は
言

う
。

結
論
的

に
は
、
「
理

性
的
自
我

の
真
自

覚
の
上

に
教
育

の
理

想
を
安

定
し
た
」
（
篠
原
一
九
二
二
年
ａ
、
三
九
頁
）
パ
ウ

ル
・
ナ
ト
ル
プ
の
教
育
学
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
新
カ
ン
ト
派
哲
学
者
・
教
育
学
者
パ
ウ

ル
・
ナ
ト
ル
プ
の

『
社
会
的
教
育
学
』
（
一
八
九
九
年
）
は
、
す

で
に

二
〇

世

紀
初
頭
に
紹
介
さ
れ
た
（
大
瀬
一
九
〇
二
年
）。
し
か
し
こ
の
著
作
の
中

心

は
、

サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
「
社
会
の
基
礎

に
立
つ
意
志
教
育
の
理
論
」
と
あ
る
よ
う

に
、
そ
れ
ま
で
比
較
的
等
閑
視
さ
れ
た
教
育
と
社
会
の
関
係
を
新
カ

ン
ト
派

の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
あ
り
、
自
我
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と

で
は
な

か
っ
た
。
篠
原
は

ナ
ト
ル
プ

の
検
討
と
い
う
か
た
ち
で
論
を
進

め
て

は

い
る
も
の
の
、
「
自
然
」
と

「
理
性
」
と

い
う
二
分
法

は
直
接
的

に
は

ナ

ト

ル
プ
で

は
な
く
、

朝
永
や

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ

ン
ト

に
負

っ
て

い

る
。
論
文

「
現
代
の
教
育
理
想
」
を
執
筆
後
。
一
九
二
一

年
前
後
か
ら

本
格
化
し

た
と

見
ら
れ
る
篠
原
の

ナ
ト
ル
プ
と
の
取

り
組
み

は
、
朝
永
の
影
響
下

で
あ
ら
か

じ
め
形

成
さ
れ
て

い
た
、
こ
の
よ
う
な
「
場
」
の
中
で
な
さ
れ
て

い
る
と
い

え
よ
う
。

篠
原
は
上
述
の
教
育
理
解

を
「
自
然
の
理
性
化
」
と
定
式
化
し
、
大
正

期

の
教
育
界
で
一
世
を
風
靡

し
た
。
こ
の
篠
原

の
教
育
観
が
日
本
の
教
育
哲
学

の
「
や
や
独
創
的
」
な
成
果

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
朝
永
の
哲
学

史
研
究

に
多
く
を
負
う
も

の
で

あ
っ
た
。

三
　

一

九

三
〇

年
代

に
お
け

る

篠

原

教

育

学

の
体

系

化

大
正

期

の
篠
原

の
関

心
事
は
、
内
面
的
な
自
覚
に
基
づ

く
理
想
的
な
自
我

の
確
立
を
教
育

理
論
の
根
本
に
据
え

る
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
う
し

た
見
方

は
。

与
え
ら

れ
た
伝
統
的
な
秩
序
か
ら
自
ら
を
解
き
放
ち
、
一
個
の
主
体
と
し
て

個
人
を
確
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
論
は
大
正

期
自

由
教
育
の
担
い
手
で
あ

っ
た
都
市
中
間
層

の
教
育
要
求
に
合
致
す
る
も
の
で

あ

っ
た
。
し
か
し
当
時
ド
イ
ツ
の
新
教
育
思
潮
と
し
て
受
容
さ
れ
た
新
カ
ン

ト
派

の
パ
ウ
ル

・
ナ

ト
ル
プ
の
教
育
学
、
と
く

に
彼
の
社

会
的

教
育
学

の

「
社
会
」
理
解
が
実
は
極

め
て

観
念

的
抽
象
的
な
理

解
に
と
ど
ま

り
、
社
会

制
度
と
し
て
の
学
校
や
教
育

。
そ
し
て

社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
を
説
き

明
か
し
て
は

い
な

い
、
と

い
う
批
判
は
す
で
に
大
正
末
期

か
ら
現
れ
て

い
た
。



確
か
に
、
篠
原
に
お
い
て
も
個
人
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
ナ
ト
ル
プ
を

引

き
合
い
に
出
し

な
が
ら

言
及

さ
れ
て

い
た
。
す

な
わ
ち
篠
原

に
よ
れ
ば

、

第
一
に
、
他
人
と
の
意
識
関
係

を
離
れ
て
自
己

意
識
は
な
い
、
ゆ
え

に
社

会

と
個
人
は
連
続
的
に
と
ら
え

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

第
二
に
、
社

会
も

個
人
も
無
限
に
発

展
し

、
究
極
的
に
は
統
一
さ
れ
て
い
く
、
と

い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
抽
象
的
で
素
朴

な
理
解
で
は
、
一
九
三
〇

年
前
後
の

日
本
の
現
実
に
対
応
で
き

な
か

っ
た
。
教
育
学
の
発
展
も
、
社

会
存
在
の
論

理
、
す
な
わ
ち
人
類
全
体
と
個
人
と
の
間
に
立
つ
民
族
社
会
の
論
理
へ
と
目

を
向
け
た
一
九
三
〇

年
前
後
の
日
本
の
思
想
界
の
変
貌
と
軌
を
一
に
し
て
い

た
。朝
永

は
一
九
三
一
年

（
昭
和
六
年
）
京
都
帝
国

大
学
を
定

年
退
官
す

る
。

朝
永
は
す
で
に
時
代
精
神
の
変
貌
を
追
う
年
齢
は
過
ぎ
て
い
た
し
、
哲
学
史

家
と
し
て
歴
史
的
な
研

究
対
象

に
限
定
し
て
自
己
の
歩
み
を
進
め
て
い

っ
た
。

こ

れ
に
対
し
て
篠
原
は
、
一
九
三
〇
年
、
自
己
の
教
育
学
体
系
の
見
取

り
図

と

も
い
え

る
学
位
論
文

『
教
育
の
本
質
と
教
育
学
』
を
出
版
す
る
。
同
年
、

篠
原

は
東
京
文
理
科
大
学
教
授

に
就
任
す

る
。
さ
ら

に
一
九
三
四
年
か
ら

は

文

部
省
調
査
部
長
を
兼
ね
、
一
九
四
一
年

に
施
行

さ
れ
た
国
民
学
校
令
の
理

論
的
基

盤
を
提
示
し
た
。

篠
原

は
最
初
期

の
論
文
（
「
現
代
の
教
育
理
想
」）
に
お
い
て
、
教
育

学
の
学

問

的
構
造

に
つ
い
て
、
教
育

学
は

「
一

般
的

教
育
学
」

と

「
特

殊
的

教
育

学
」

の
二
領
域

か
ら
成
り
立
つ
と
述

べ
て

い
た
。
篠
原

に
よ
れ
ば
、
教
育
一

般
の
形

式
的
目
的

は
理
性
の
哲
学
が
こ
れ

を
与
え
、
特
殊
な
具
体
的
目
的
は

歴
史
研
究
と

あ
い
ま

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
さ
れ
た
（
篠
原
一
九
二
二
年
ａ

、
四

八
頁
）
。
『
教
育

の
本
質
と
教
育
学
』
の
課
題

は
、
一
方
で

教
育
概
念
を

厳
密

に
規
定
す

る
と
と
も

に
、
他
方
、
す
で
に
示

唆
さ
れ
て

い
た
自
己
の
教
育
学

体
系
の
二
領
域

を
、
「
理

論
的
教
育
学
」

と
「
実

際
的
教
育
学
」
と
し

て
方

法

論
的
に
練
り
上

げ
る
こ
と

だ
っ
た
。

「
理
論
的
教
育
学
」

は
教
育

の
理
念
を
検
討
す
る
領
域
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で
も
篠
原

は
「
自
然
の
理
性
化
」
と

い
う
教
育
理
解
を
引
き
継

い
で
い
る
。

教
育
を
定
義
す
る
に
当
た
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
教
育
者
の
意
図
的
行
為

と
被
教
育
者
の
発

達
と
い
う
相
互
主
体
的
な
側
面
か
ら
教
育
を
考
え
て

い
る
。

と
く
に
注
目

す
べ
き

は
、
篠
原

に
お
け
る
発
達
の
規
定
で
あ
る
。
篠
原
に
よ

れ
ば
、
教
育
学
で
い
う
発
達
と
は
、
単
に
生
物
学
的
な
レ
ペ
ル
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
生
物
学
的
な
発
達

は
、
機
械
的
で
あ
り
自
然

必
然
的
で
あ

る
（
篠
原

一
九
三
〇
年
、
二
二
頁
以
下
）。
こ
れ

に
対
し
て
教
育
学
的
な
発
達
理
解

は
、
価

値
の
実
現
で
あ
り
、
「
最
高
普

遍
の
純
粋
自
我

を
内
に
実
現
す

る
こ
と
、
自

己

の
最
高
本
質

に
帰
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
は
始

め
て

人
と
な

る
」
（
篠
原

一
九
三
〇
年
、
四
二
頁
以
下
）
篠
原

の
表
現
で

い
え
ば
「
自
然
的
な
経
験
自
我
」

の
な

か
に

「
純
粋
自
我
」
「
理
想

的
自
我
」
を
顕
現
さ
せ

る
こ

と
で
あ

る
。

（
篠
原
一
九
三
〇
年
、
五
五
頁
）
こ
の
よ
う
に
篠
原

に
あ

っ
て
は
、
教
育
は
人
間

の
も

っ
て
い
る
生
物
的
側
面

を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
教
育
学
的
観
点
か
ら
み

た
発
達
は
徹
頭
徹
尾
。
価
値
的
な
現

象
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

し

か
し
実
際
の
教
育
が
、
歴
史
的
民
族
的
性
格
を
有
す
る
こ

と
を
篠
原
も

認

め
る
。
篠
原
の

い
う
「
実

際
的
教
育
学
」

は
、
「
自
然
の

理
性
化
」
と

い



う
理
念
が
、
教
育
と
い
う
歴
史
的
、
社
会
的
営
み

中
で
ど
の
よ
う
に
実
現

さ

れ

る
の
か
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

篠
原
は
こ
の
課
題
に
応
え

る
た
め
に
、
個

人

と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。
こ
こ
で
も
篠
原
に
と
っ
て
重
要

な

の
は
個
人
の
「
自
覚
」

と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
可
能
体
と
し

て
の
個
性

が

、
社
会
的
関
係
に
入
り
、
社
会
と
の
対

立
に
よ

っ
て
自
己
に
帰

り
、
自
覚

に
高
ま
る
と
す
る
（
篠
原
一
九
三
〇
年
、
九
一
頁
）。
他
の
箇
所
で
は
個
性
と
社

会

の
対

立
は
、
人
格
発
達
の
根
本
条

件
で

あ
る
と
言
う
（
篠
原
一
九
三
〇
年
、

九
二
頁
）。
し
た
が

っ
て
、
教
育
と

は
社
会
と
個
人
と
の
弁
証

的
対

立
を
通
し

て

、
自
然
の
理
性
化
と
し
て

の
弁
証

的
発
展

に
導
く
作
用

で
あ
る
と
言

い
換

え
て
い
る
（
篠
原
一
九
三
〇
年
。
九
五
頁
以
下
）
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
は
、
社

会

に
つ
い
て
は
未

だ
抽
象
的

な
論

に
終
始
し
十
分

に
考
え
ら
れ
て

い
る
と

は

い
え

な
い
。

一
九
三
〇

年
以

降
の
篠
原
の
課
題

は
、
「
実
際
的

教
育
学
」

を
体

系
化
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
篠
原
は
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
新
カ
ン
ト
派
と
は

異
な

る
、
デ
ィ
ル

タ
イ

の
生

の
哲
学

の
流
れ

を
汲
む

精
神

科
学
的
教
育
学
を

視
野

に
入
れ
て
い
く
。
し

か
し
そ

の
場
合
で
も

、
「
教
育
の
本
質

は
自
然

の

理
性
化

で
あ
る
」

と
い
う
主
張

は
理
念
と
し

て
、
篠
原

は
終
生
持
ち
続
け

た

の
で

あ
っ
た
。お

わ

り

に

哲
学
と
同

様
に
、
教
育
学
も
ま

た
時
代

の
課
題

に
応
え
よ

う
と
す

る
実
践

の
学
と
し
て

成
立
し

た
。
教
育
学
者
、
篠
原
助
市
が

学
的
成
長
を
遂
げ
た
明

治
末
年
、
大
正

期
の
思

想
的
課
題
は
、
西
洋
文
化
の
影

響
下
で
新
た
な
自
我

の
可

能
性
を
探
る
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
篠
原
が
そ
う
し
た
自
我
探
索
の

最
先

端
で

あ
っ
た
京

都
帝
大

の
哲
学
科

に
入
学
し
た
こ
と
は
、
篠
原
の
学
的

成
長
を
決
定
的
に
規
定
し

た
。
朝
永
の
も
と
で
西
洋
哲
学
史
を
専
攻
し
た
こ

と
は
、
朝
永
が
優
れ
た
か
た
ち
で
提
示
し
た
西
洋
の
我
の
精
神
史
を
直
接
学

び
、
教
育
学
の
基
礎

に
据
え

る
こ
と
を
可
能

に
し
た
。
さ
ら
に
朝
永
の
学
風

で

あ
る
、
着
実
な
文
献
研
究

の
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も

見
逃
せ
な
い
。
一
九
三
〇
年
以
降
、
篠
原
は
教
育
の
社
会
的
次
元
を
視
野
に

入
れ

る
教
育

理
論
を
目
指
し
て
さ
ら
に
研
鑚
を
積
ん
だ
が
、
教
育
を
価
値
的

な
視

点
か
ら
見

る
視
座
を
持
ち
続
け
た
。
結
論
的
に
述
べ
れ
ば
、
朝
永
三
十

郎

の
学
統

は
、
篠
原
助
市
を
介
し
て
厳
格
な
正

統
的
学
問
研
究
の
方
法

と
し

て
。
近
代
日
本

の
学
問
的
教
育
学
形
成
の
基
盤
を
築
い
た
と
い
え
る
。

K
ａ
ｓ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
，
０
．
（
１
９
０
７
）
:
　
Ｓ
ｏ
ｚ
ｉ
ａ
ｌ
ｐ
ａ
ｄ
ａ
ｇ
ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
.
　
L
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
ｉ
ｇ

（

Ｖ

ｅ
ｒ

ｌ
ａ
ｇ

　
ｖ
ｏ

ｎ

　
Ｒ

ｏ

ｔ
ｈ

　

＆

　
Ｓ

ｃ

ｈ
ｕ

ｎ

ｋ
ｅ

）
。

ナ

ト

ル

プ

（

一

九

七

三

年

）
　

‥

社

会

的

教

育

学

（

篠

原

陽

二

訳

、

玉

川

大

学

出

版

部

）
。

大

瀬

甚

太

郎

（

一

九

〇

二

年

）
　

‥

ナ

ト

ル

プ

氏

社

会

的

教

育

学

（

育

成

会

）

。

篠

原

助

市

（

一

九

一

七

年

）
　

‥

青

年

と

自

覚

（

福

井

県

師

範

学

校

校

友

会

『

啓

成

詞

林

』

第

八

号

、

二

六

－

三

五

頁

）

。

篠

原

助

市

（

一

九

二

二

年

ａ

）
　

‥

批

判

的

教

育

学

の

問

題

（

宝

文

館

、

使

用

し

た

の

は

、

第

四

版

）

。

篠

原

助

市

（

一

九

二

二

年

ｂ

）
　

‥

最

近

の

教

育

理

想

（

篠

原

一

九

二

二

年

所

収

）
。

篠

原

助

市

（

一

九

二

二

年

ｃ

）
　

‥

ヂ

ュ

ー

イ

の

教

育

論

（

篠

原

一

九

二

二

年

所

収

）

。



篠
原
助
市
（
一
九
三
〇

年
）
　
‥
教
育
の
本
質
と
教
育
学

（
教
育
研
究

会
）
。

篠
原
助
市
（
一
九

八
七

年
）
　
‥
教
育
生
活
五
十
年

（
大
空
社
、
一

九
五

六
年
出
版
の

初
版
の
リ
プ

リ
ン
ト
）
。

朝
永

先
生
の
思

い
出
編

纂
会

（
一
九
五

七
年
）
　
‥
朝

永
先

生
の
思
い

出
（
玉
川

大

学
）
。

朝
永
三
十
郎
（
一
九

六
六
年
）
　
‥
近
世

に
お
け

る
「
我
」
の
自
覚
史

（
角
川
書
店
、

角
川
文
庫
）
。

東
京
高
等
師
範
学
校

（
一
九
一
一
年
ａ

）
　
‥
東
京
高
等
師
範
学
校
要
覧
。

東
京
高
等
師
範
学
校

（
一
九
一
一
年
ｂ

）
　
‥
東
京
高
等
師
範
学
校
沿
革

略
志
。

宮
川
透
・
荒
川
幾
男

（
一
九
七
六
年
）
　
‥
日
本
近
代
哲
学
史

（
有
斐
閣
）
。

（
き

う

ち

・

よ

う

い
ち

、

教

育

哲

学

、

鳴
門

教

育

大

学

教

授

）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

